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大学は、最終学歴となるような「学び

のゴール」であると同時に、「働くこと

のスタート」の役割を求められ、変革を

迫られている。キャリア教育、PBL・ア

クティブラーニング等座学にとどまら

ない授業法、地域社会・産業社会、ある

いは高校教育との連携・協働等、近年

話題になっている大学改革の多くが、

この文脈にあるといえるだろう。

この連載では、この「学ぶと働くを

つなぐ」大学の位置づけに注目しなが

ら、学長及び改革のキーパーソンへの

インタビューを展開していく。各大

学が活動の方向性を模索するなか、

様々な取組事例を積極的に紹介して

いきたい。

今回は、2016年度に学部と大学院

を一体として「学院」とする大胆な改

革を行った東京工業大学で、三島良直

学長と、水本哲弥副学長（教育運営担

当）、佐藤 勲副学長（国際企画担当）に

お話をうかがった。

“入学がゴール”からの脱却

三島良直学長は、東京工業大学の学

生について「大

学に入ったとこ

ろ が ゴ ー ル に

なっている」こと

が課題だと指摘

する。「難関の入

試を突破して希望の東工大に入った

ときは、やはり目が輝いていると思いま

す。ところが一部の意欲的な学生を

除いて、だんだんその輝きがなくなっ

ていく」。それは大学が、サイエンステ

クノロジーを学ぶことの面白さ、そし

てそれを身につけた人生を何に賭け

ていくかという「志なり気概なりを育

てる教育」をしていないからだと三島

学長は言う。だからといって、「気概を

持て」と精神論を説く方向への教育改

革にならないのが理工系のトップ大学

らしいところで、必要なのはカリキュラ

ムの体系化だとロジカルに考える。

「教えるべき科目の設定はされてい

ても、一つの科目とその前後の科目と

の連携が十分考えられていない、一言

で言うと『系統立ったカリキュラムで

はない』ので、学生から見ると、まだ教

わっていないことが急に前提のように

出てきたりして、だんだんつまらなく

なっていく、ということは否めません」。

学生の「ハートに火をつける」には、

初年次の科目は、インスパイアリング

なものを揃える等、漠然としている専

門分野がある程度明確にできるよう

に工夫されていること、2年次以降の

専門科目は、しっかり系統立てられて

いることだと三島学長は言う。

学部・大学院を一体化した
系統的なカリキュラム

三島学長が就任した4年前から、改

革に向けた全面的な教育の見直しが

始まった。「なぜ学部と大学院が別々

になっているか」が最初の疑問だった

という。「世界のトップ大学の教育シ

ステムを参考にしても、東工大の学部

生の90％が修士に進学する実態から

も、学部も大学院もない『系統的なカ

リキュラム』で、上に行くほど専門が

細かくなるというのがいいのではな

いか」（三島学長）。

2015年度までの課程は、学部の2年

から学科に分かれ、大学院は改めてい

ずれかの研究科・専攻の試験を受ける

❹ 東京工業大学

リベラルアーツを重視し、学生の
志や気概を育てる教育改革を実践

三島良直　学長
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東工大のシラバスは、全授業の日本

語版・英語版が統一されたテンプレー

トで、Webにも公開されている。この

シラバスの整備、ルーブリックなどの

評価手法、学生指導のやり方、採点の

仕方、日本語・英語それぞれの授業の

やり方、その他のFD研修等を全学的

に統括する機関だ。大学院が3年後

には専門科目をほぼすべて英語で行

う計画も見据えている。

教育を変えて、
組織を変える

「大学改革で最も難しいのは、組織

を変えることだと思います。ですか

ら初め組織を変えるということは出

さずに、教育をどうするかを考えよう

とスタートしました」と三島学長は語

る。

賛成が得られやすい「教育改革」か

ら入っても、「今東工大の学生は、立派

な大企業に就職して、非常に高い評価

も得ているのに、どこが悪いのか」と反

対はやはりあった。しかし東工大の大

学改革が目指すのは「世界最高の理工

系総合大学」。「世界には通用しない

側面も多いですよねと説得していく

と、次第に賛成してくださる方も出て

きて、6学院19系という仕組みまでは

なんとかいきました」（三島学長）。

その過程は、いくつかの会議体を使

い分けながら、丁寧に進められた。

2012年10月に学長補佐室（教授3名、

外部1名の計4名）、1年後の2013年9

月に大学改革推進本部（理学部・工学

部・生命理工学部の学部長、学部を持

たない大学院である総合理工研究科

の研究科長）を設置。補佐室による素

案を改革推進本部で検討した上で評

議会などの意思決定機関に進めた。

メンバーの重複しない組織の「2段構

え」、改革推進本部のメンバーは部局

長ではあるが部局の利益代表ではな

いという位置づけ、大岡山・すずかけ

台両キャンパスでの全学説明会など、

様々な設計と配慮がなされた。その

甲斐あって、「いよいよ最後という本

丸の組織変更のところに来たら、意外

に、すんなりみなさん、納得してくだ

さいました」（三島学長）という展開に

なった。

議論する機会を得て
目が輝く学生たち

改革初年度、半年が経った時点の

実感として、水本哲弥副学長（教育運

営担当）は、「1年生の目の輝きがいつ

もと違う、彼らのハートに火がついた

というのを明確に感じています」と言

う。例えば「東工大立志プロジェクト」

の活況だ。「いちばん強く感じたのは、

2000年ノーベル化学賞受賞の白川英

樹先生の回でした。講堂での講義の

最後に、『質問は』と言っても、普通は

誰も手を上げませんよね。大人数だ

となおさらです。ところが、もうめ

ちゃくちゃ手が上がって。東工大生

とは思えない（笑）。これは違うなと

思いました」。

佐藤 勲副学長（国際企画担当）は

「実は東工大の学生って、もともとこ

ういう議論は本当に好きなのですよ」

と言う。三島学長も「逆に言うと今ま

で、機会や場を作ってあげることがで

きていなかった」とうなずく。それを

受けて佐藤副学長は「この教育改革

で、『東工大立志プロジェクト』修士課

程の『リーダーシップ道場』などの機

会ができて、お互いコミュニケートす

ることが面白い、先生方も認めてくれ

る、という雰囲気ができ上がると、本

当に好きだからやりますよ。そういう

学生がだんだん増えてきて、それが教

員に波及をしてきて、これなら自律性

も引き出せるという認識をし始めて

いる。それは大きなことではないか

と思います」とまとめた。

検証し改善して
より良いシステムに

今後の方向性については、今年入

学した1年が修士課程を修了する6年

後を一つの目安に、この改革が本当に

成功する軌道に乗っているための施

策が最重要だという。

「これだけの大きな改革ですから、

始めてみると、プランにバグがありま

した。1、2年はまだ頻繁に出てくるバ

グをマイナーに修正しながら、いいシ

ステムを作り上げていく。そこから

またさらに数年で、そのシステムを軌

道に乗せていく」（三島学長）

佐藤副学長によれば、動き出したシ

ステムの「バグ取り」「システム改善」

となれば理工系の教員としては腕の

見せ所とあって、協力的な教員も多い

という。

「6年後なり10年後なりに、MITや

CALTechの学部を出た学生が、大学

院は東工大を選ぶ、というのが一つの

夢ですね」。三島学長はそう言って笑

顔を見せた。

という、日本の大学では一般的なもの。

しかしこの教育システムは、学部から

大学院へのカリキュラムの連続性が

十分でなく、材料系（金属、無機、有機

に大きく分かれる）を例に取ると、金属

専攻の学生が無機や有機を学ぶ機会

が少ないという弱点もあった。

「金属が専門だから無機のことは全

然知りません、というのでは『材料屋』

ではない」と三島学長は言う。「○○

屋」は○○学のプロであるという自負

を含む理工学者の物言いで、「材料屋

ではない」というのは、非常に否定的

な評価なのだ。

「学部では、材料系なら材料系とい

う大くくりで基礎を教えるということ

が一つです。大くくりの中の基礎は全

部やって、3年生ぐらいで金属なり無機

なりに行く、さらに大学院に進めばよ

り細かく専門を選択していく、というカ

リキュラムの考え方をとりました」

最終的に、従来の3学部23学科、大

学院6研究科45専攻が、学部大学院を

つなげて6学院19系にまとめられた。

「将来の自分の活躍する場所を考

え、自分の専門はもちろん、人間力と

か教養とか、語学とか、自分が将来

やっていくために必要だと思うもの

を、自分から取りにいく大学にすると

いうのが東工大の目標です。それが

イコール、キャリア教育ですよね」（三

島学長）。

もう一つ、三島学長がこの「教育改

革」に期待するのが「研究改革」への好

影響だ。「学士課程の初期段階に目的

意識を持って基礎を勉強すると、卒業

研究時点の学生の意識と能力、知識、

取り組む姿勢は、今までより格段に上

象徴的な科目が学士課程1年目の

必修科目「東工大立志プロジェクト」

だ。様々な分野の第一人者の講演を、

1学年約1100人全員が講堂で聞き、そ

れを素材に30人ほどのグループに分

かれてディスカッションを行う。「理

工系の学生に今最も必要とされてい

るリベラルアーツ」として、専門外の

トピックに対して、人の考えを聞き、自

分の意見を説明する力を身につける

のが目的だ。

このような少人数でのディスカッ

ションスタイルのリベラルアーツ科目

は、博士後期課程までずっと選択必修

で置いてある。

改革の実践には、「大学全体の教員

の意識として、同じような考え方をし

て教える」ことが重要と三島学長は言

う。「ですから、大学全体としてそう

いう雰囲気を作るための工夫をして

きました」。全学・全教員の雰囲気づ

くり、より具体的に言うなら教員支援

のシステムの一つとして、教育革新セ

ンターを2015年の4月に開設した。

がるだろうと。それにより大学の研究

レベルも上がりますよね」（三島学長）。

改革に伴い、ナンバリング制度も導

入された。各科目に、100番台から300

番台は学士課程、400番台から修士課

程、Ph.D.を取る博士後期課程が600

番台と番号が付されて、達成度に応じ

て番号を追って履修していく。早期卒

業のためよりも、例えば早く進んだ1年

分で海外に行く等、自分のしたいこと

にチャレンジできるという狙いだ。「彼

らのそういう気概をどこまで高められ

るかが大学としての勝負」と三島学長

は言う。これもまた「気概」を高めるた

めのシステムというわけだ。

リベラルアーツ教育を強化

今回の改革でもう一つ重要なのは、

リベラルアーツの強化だ。東工大は

理工系のみの大学でありながら、人文

社会系の教養教育を充実させてきた。

その長い伝統を継ぎ、リベラルアーツ

研究教育院を設立した。 （角方正幸 リアセックキャリア総合研究所 所長）
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